
国立天文台天文シミュレーションプロジェクト成果報告書

大小マゼラン星雲の化学力学進化

戸次賢治(ICRAR, UWA)

利用カテゴリ GRAPE-B;

今年度は、特に小マゼラン星雲（ＳＭＣ）の化学力学進化に焦点を絞り、系統的な数値シミュレーションを用いて、過

去３０億年にわたるＳＭＣの進化過程に関して、以下のことを解明した。（この論文は２００９年、ＰＡＳＡ，26巻

、48ページに出版された。）

（１）大マゼラン星雲及び銀河系との力学的相互作用の後でも、ＳＭＣの古いハロー成分は球構造を保つが、若い星成

分はその相互作用により平らな分布へと進化する。

（２）ＬＭＣ，ＳＭＣ，銀河系の相互作用により、古いハロー成分は秒速３０ｋｍ毎秒の大きさの速度分散をもち、１

０ｋｍ毎秒の回転速度を持つようになる。

（３）３０億年より若い星種族は金属量勾配（内側でよりメタルリッチ）を示すが、これは過去３０億年にわたるＬＭＣ

，銀河系との相互作用によって引き起こされた活発な星形成、およびそれに伴う化学進化による。

（４）相互作用の結果形成された、マゼランブリッジは必然的に古い星種族を含みうるが、その表面質量密度は非常に小

さい。

（５）今回のモデルではＳＭＣを球状矮小銀河としてモデル化したが、このほうが、矮小ディスク銀河としてモデル化

するよりもより多くの観測を説明できることがわかった。

今年度は以上のＳＭＣの研究以外にも、低質量ディスク銀河内での球状星団の力学進化過程、銀河群、銀河団内におけ

る銀河系ハローガスの進化、

Ｍ３１球状星団系の形成過程などをＧＲＡＰＥを用いた数値シミュレーションで詳しく調べ上げた。これらの結果も３

本の査読論文として出版された。


